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プ
ラ
ジ
ル
大
会
を
振
り
返
っ
て
　
　
　
除
≦

〓

一名
は
、
大
会

会
長

野
口
宏
水
　
　
　
後
も
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
を
経
て
成

南
米
ブ
ラ
ジ

ル
は
サ
ン
パ
ウ

ロ
に

本
年
は
大
会
九
回
日
に
し
て
は

じ
め
て
の
南
半
球
、
文
字
通
り
、

日
本
と
季
節
も
昼
夜
も
真
反
対
の

て
、
形
と
試
合
で

『
世
界
の
メ
ダ

ル
』
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
三
七
名

の
大
会
出
場
者
と

九
名
の
応
援
家
族

の
合
計
四
六
名
が

参
加
。
こ
の
内
仕

事
等
の
た
め
大
会

日
ま
で
１
３
日
間
の
長

い
旅
行
を

共
に
し
た
。

今
回
の
大
会
参
加
者

の
う
ち

第
五
回
講
道
館
大
会
を
除
い
た
海

外
で
の
世
界
大
会

へ
の
初
参
加
者

は
人

一
才
最
年
長

の
大

円
尚
充
人

段
（青
森
県
）
、
七
二
才

の
岡
田
庫

二
郎
人
段

（兵
庫
県
）
に
国
重
敏
明

人
段
の
お
三
方
で
　
奇
し
く
も
お

三
方
と
も
人
段
の
先
生
で
、

こ
れ

に
よ
り
人
段
位
者
が
、
高
橋
勘
十

人
段
に
清
水
正
敬
人
段
と
、
外
国

人
柔
道

人
か
ら
見

れ
ば
豪
華
横
綱
揃

い
踏

み
　
眩

い
ば

か
り

の
講
道
館
高

段
者

の

一
行

で
あ

る
。

こ
れ
に
対
し

若
年
者

は
　
昨
年

ラ
ジ

ル
を
故
国
に
持
ち
日
本
企

業
在
勤
十

一
年
に
な
る
滋
賀
県

在
住
の
松
本
淳
四
段
で
あ
り
、

同
じ
く
ト
ヮ
ー
ル
大
会
出
場
の

四
四
才
東
北
大
柔
道
部
出
身

の

大
学
英
文
学
教
授
、
斉
藤
孝
滋

三
段
で
、
お
二
人
と
も
ご
自
分

の
環
境
を
最
大
活
用
し
て
本
大

会
連
続
ご
出
場
は

「ご
立
派
‐
」

と
い
う
以
外
に
言
葉
は
な
い
。

形
並
び
に
試
合
の
結
果
は
表

の
通
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
全
員

今
ま
で
培

っ
て
き
た
技
を
こ
の

一
戦
に
心
身

の
全
力
を
結
集
し
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出
場
の
み
の
一
四
名
を

も

ト

ウ

ー

ル
大

会

に

参

加

し
ブ

榛

て
出
場
し
た
も
の
で
す
。

大
会

一
日
日
は
形
。
全
員
世

界

の
頂
点

に
立

つ
こ
と
を
期
し

て
会
場
に
入
る
。
女
子
　
横
山

大

森
組
の

種

日
ゴ

|

ル

り 日 は
ゴ

宗 1 昨
主 ル 年
国 ド ト
ロ に ツ
本 続 |

で く ル

も 連 大
頂 覇 会
点 と 二

特
`レ
″

:`‐ ヽ‐
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立

っ
て
い
る
ご
両
人
の
優
勝
は
当

然
と
し
て
も
　
男
子
の
場
合
、
外

国
勢
の
取
り
組
み
は
侮
り
が
た
く

参
加
者
も
多
く
、
そ
の
中
に
あ
つ

て
重
厚
な
五
の
形
の
毛
利

・
清
家

組
、
並
び
に
古
式
の
形
で
の
清
水

清
家
組
の
ゴ
ー
ル
ド
は
大
い
に
賞

賛
に
値
す
る
。

大
会
二
日
日
は
Ｍ
５
（５０
‘
５４
才
）

か
ら
Ｍ
Ｈ
（
ｍ
才
以
上
）
ま
で
の
体

重
別
試
合
で
、
我
が
日
本
軍
団
は

殆
ど
が
こ
の
日
に
出
場
。
表
彰
式

で
は
昨
年
同
様

　

「
君
が
代
」
が

鳴
り
上
ま
ず
日
章
旗
を
誇
ら
し
く

易
す
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ

ス
ト
の
凱

歌
で
騰
が

つ
た
。
尚
、
私
事

で
す

が
、
試
合

の
部

で
、
九
九
年
第

一

回
参
加
以
来
連
続
人
回
出
場
、
内

七
回
ゴ
ー
ル
ド

＾
一
回
シ
ル
バ
ー
）

の
か
ど
で

「グ
ラ
ン
ド
　
ゴ
ー

ル

ド
　
メ
ダ
リ

ス
ト
」
と
し
て
、
世

界

マ
ス
タ
ー
ズ
協
会
よ
リ
ア
メ
リ

カ
の
Ｆ
　
テ
ヒ
ス
タ
、
Ｎ

Ｉ

の

Ｔ

ワ
ツ
ト
の
二
人
と
共
に
表
彰
を

受
け
た

の
は
‥
協
会

の
運
営
に
関

今
回
の
交
歓
稽
古
は
、
全
伯
講

道
館
有
段
者
会

（同
野
修
平
会
長
）

に
お
願
い
し
て
、
同
会
が
日
伯
両

国
政
府
に
働
き
か
け
て
本
年
二
月

悲
願
新
装
な

っ
た
ば
か
り
の
柔
道

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
　
ア
レ
ー
ナ

（南

米
講
道
館
、
緩
衝
材
敷
き
三
百
畳
）

で
行
わ
れ
た
。
稽
古
に
は
、
同
会

の
篠
原
名
誉
会
長
始
め
岡
野
会
長
、

関
根
副
会
長
、
早
稲
田
柔
道
部
出

身
で
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
雄
飛
　
ブ
ラ
ジ

ル
に
初
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
柔
道
メ

ダ
ル

（
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
銅
メ
グ
リ
ス

ト
）
を
薔
し
、
今
日
の
ブ
ラ
ジ
ル

柔
道
会

へ
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の

嗜
矢
と
な

つ
た
石
井
千
秋
氏
、
又

世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
の
形
部
門
で
第

二
回
辺
り
か
ら
常
勝
の
Ｒ
　
内
田

ほ
か
大
勢
の
ジ

ュ
ウ
ド
ウ
家
が
参

集
．
親
善
交
歓
と
は
云
え
存
分
に

汗
だ
く
と
な

っ
た
。
清
水
副
会
長

＝
副
団
長
は
か
っ
て
の
早
慶
戦
宜

し
く
石
井
メ
ダ
リ
ス
ト
を
相
手
に

大
汗
を
掻
い
て
い
た
。

次
い
で
、
岡
野
会
長
よ
り
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス

し
て
は
異
議
あ
る
も
の
の
‥
嬉
し

く
、
小
生
の
出
場
を
支
え
て
下
さ
つ

た
多
く
の
方
々
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
仲

間
、
そ
し
て
生
涯
柔
道
を
続
け
さ

せ
て
く
れ
る
妻
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

卜
の
形
を
見
せ
て
欲
し
い
と
の
要

請
が
あ

っ
て
、
清
水
人
段
　
清
家

七
段
に
よ
る
古
式
の
形
及
び
毛
利

七
段
　
清
家
七
段
に
よ
る
五
の
形

が
全
員
正
座
の
裡
に
荘
重
に
演
じ

ら
れ
、
大
拍
手
の
う
ち
に
交
歓
稽

古
の
幕
を
開
じ
た
。

そ
の
後
、
大
き
な
レ
ス
ト
ラ
ン

を
半
分
借
り
き
り
、
本
物

の
　
上

ま
る
こ
と
な
く
出
て
く
る
シ

ュ
ラ

ス
コ
肉
と
ビ
ー
ル
と
ウ
ィ
ス
キ
ー

と
そ
の
他
飲
み
物

の
懇
親
会
と
な

り
　
汗
を
流
し
た
互
い
の
顔
は
、

プ
ラ
ジ

ル
人
日
本
人
の
区
別
な
く
、

心
は
国
境
を
越
え
た

「草

の
根
外

交
」
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。

鸞

「

鶴

曇

，

・

鑢

グランド ゴーフレドメグル
の表彰を受ける野口会長

第
９
回
世
界
大
会

山
本
健
夫
７‐
　
Ｍ
９

永
島
健
次
郎
６９
Ｍ
８

内
藤
　
純
６６
　
Ｍ
８

清
家
春
夫
６２
　
Ｍ
７

中
村
茂
晴
“
　
Ｍ
６

山
本
健
夫
７‐
　
Ｍ
９

男
子

大
矢
秀
昭
７７
　
Ｍ
‐０

安
河
内
浩
“
　
Ｍ
Ю

岡
田
庫
二
郎
７３
Ｍ
９

坂
本
ヒ
ロ
ミ
ツ
Ｍ
９

紀
口
盛
良
６５
　
Ｍ
８

伊
藤
久
雄
６５
　
Ｍ
８

来
日
　
武
６２
　
Ｍ
７

原
　
優
　
　
　
Ｍ
６

小
川
栄

一
郎
７２
Ｍ
９

男
子

小
川
未

一
郎
″
Ｍ
９

福
盛
日
立
明
６９
Ｍ
８

鬼
柳

一
宇
６７
　
Ｍ
８

中
島
　
忠
６７
　
Ｍ
８

川
久
保
精
祐
　
Ｍ
８

毛
利
　
修
６７
　
Ｍ
８

国
重
敏
明
６５
　
Ｍ
８

宿
利
憲
生
６４
　
Ｍ
７

大
上
敏
キ
６４
　
Ｍ
７

上
木
保
男
“
　
Ｍ
６

“
Ｌ
級

６０
、
級

η
セ
級

＆
て
級

７３
峰
級

無
差
別

６６
鼈
級

７３
峰
級

６０
、
級

６６
セ
級

６０
ｋ
級

７３
」
級

７３
雉
級

“
嗜
級

無
差
別

６０
に
級

６０
セ
級

６０
●
級

６６
」
級

７３
ｔ
級

尉
Ｌ
級

８‐
ｋ
級

“
建
級

”
ヽ
級

９０
●
級

メ
ダ
リ
ス
ト

形

載
右

受
こ

金
柔
の
形
　
　
女
子
　
検
山
愧
子

大
森
千
卓

古
式
の
形
　
男
子
　
清
水
正
敬

清
家
春
夫

女
子
　
横
山
悦
子

大
森
千
草

Ｉ
の
形
　
　
男
子
　
毛
利
　
修

清
家
春
大

女
子
　
横
山
悦
子

大
森
千
草

銀
固
の
形
　
　
男
子
　
永
島
健
次
郎

大
矢
秀
昭

試
合

金

　

男
子

太
口
尚
充
ａ
　
Ｍ
■
　
９０
ｔ
級

高
橋
勘
＋
７６
　
Ｍ
Ю
　
７３
セ
級

森
本
唯
之
％
　
Ｍ
Ю
　
∞
鳳
級

野
口
宏
水
７２
　
Ｍ
９
　
７３
鼈
級

杉
原
　
尚
「
　
Ｍ
９
　
∞
ｔ
級

攣鐵
鷲

ド
い

‡

大会 1日 目 形の表彰式の後で
「
秩 否三百百玉雇再巧孫馨ラ3表彰式の後で、中央右 篠原先生
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世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に

参
加
し
て
大
田
尚
充

（青
森
県
柔
道
連
盟
会
長
）

野
口
会
長
さ
ん
は
じ
め
　
会
員

の
ご
好
意
に
甘
え
て
ご
相
伴
に
預

か
り
ま
し
た
。
お
互

い
に
懐
か
し

く
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
す
る
こ
と

な

の
で
、
お
話
も
自
然
に
豊
か
に

な
り
、
私
は
そ
れ
ら
の
楽
し
そ
う

な
お
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
　
友

情

の
深

い
つ
な
が
り
に
感
銘
を
受

け
た
も
の
で
し
た
。
野
口
会
長
さ

ん
、

い
ろ
い
ろ
と
有
難
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ま
た
、
ビ

指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

中
し
上
げ
ま
す
。

試
合

で
は
、
人
十
歳
以
上

の
方

が
私
以
外
に
参
加
者
が
な
く
、
ブ

ラ
ジ

ル
ま
で
行

っ
た

の
に
試
合
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
に
は
、

残
念
と
い
う
気
持
ち
が
半
分
と
、

ホ

ッ
と
し
た
と
い
う
気
持
ち
が
相

半
ば
し
、
複
雑
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
と
に
か
く
試
合

の

順
番
が
進
ん
で
自
分
の
名
前
が
呼

ば
れ
　
試
合
場
に
出
て
、
審
判
員

か
ら
不
戦
勝
ち

の
宣
告
を
受
け
た

と
き
、
自
分
は
試
合
者
と
し
て
勝

っ

た
立
場
に
な

っ
た

の
だ
と
喜
び
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
、

こ
れ
を
見
て
い
た
日
本

の
応
援
席

は
じ
め
、
多
く
の
方

々
か
ら
祝
福

の
相
手
を

い
た
だ
い
た
時
は
嬉
し

か
つ
た
．

一
番
最
後
に
表
彰
台
に
あ
が

つ

て
首
に
金
メ
グ

ル
を
掛
け
て
も
ら

い
、
国
歌
君
が
代

の
吹
奏
を
聞

い

た
と
き
は
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で

し
た
。

試
合
が
終

っ
て
翌
二

一
日
の
観

光
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ

ロ
の
清
潔

な
感
じ
の
市
街
や
海
水
浴
場
、　
コ

ル
コ
バ
ー
ド
の
丘
や
巨
大
な
キ
リ

ス
ト
像
、　
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
で
の
ポ

ン
　
デ
　
ア
ス
ー
カ
ル
、
や
は
り

絵
は
が
き
よ
り
実
物
が
よ
い
。
二

二
日
総
領
事
館
表
敬
の
と
き
、
西

林
領
事
さ
ん
が
、
二

一
日
の
ブ
ラ

ジ
ル
新
間
を
手
に
し
て
、
高
齢
者

参
加

の
記
事
を
話
題
に
し
て
く
れ

た

こ
と
、
ま
た
ブ
ラ
ジ

ル
講
道
館

と
い
う
四
試
合
場
常
設
の
道
場
で

の
熱

の
こ
も

っ
た
交
歓
稽
古
、
そ

の
と
き

マ
サ
オ
　
シ
ノ

ハ
ラ
氏
と

の
プ
ラ
ジ

ル
柔
道
の
お
話
．
二
三
、

二
四
日
の
イ
グ
ア
ス
の
滝

の
観
光
、

こ
の
日
　
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市

に
住
む
青
森
県
五
所
川
原
市
出
身

の
相
馬
英
樹
氏
と
お
会

い
で
き
た

こ
と

（七
月

一
五
日
、
五
所
川
原

市

で
国
体
青
森
県
予
選
会
が
あ

っ

た

の
で
、
当
市

の
年
輩

の
方
に
伺

う
と
　
相
馬
氏
に

つ
い
て
は
よ
く

知

っ
て
い
ま
し
た
）
、
二
五
日
、

ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市

の
観
光
、

レ
コ
レ
ー
タ
墓
地
が
印
象
的
だ

つ

た
。
そ
の
夜

の
タ
ン
ゴ

シ
ヨ
ー
も

忘
れ
難

い
。
二
六
日
の
ガ
ウ
チ

ョ

ツ
ア
ー
も
馬
に
乗

っ
た
り
、
シ
ョ
ー

も
盛
り
上
が

っ
て
楽
し
か
っ
た
。

皆
さ
ん
の
親

切
な
後
押
し

の
お
か
げ
一ヾ

は
じ
め
て
世

界

マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
長
者
と

い
う
こ
と
で
　
い
ろ
い

ろ
と
気
を
遣

つ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
気
遺

い
に
甘
え
た
り
励
ま
さ
れ

た
り
し
て
の
　
プ
ラ
ジ
ル

サ
ン
パ

ウ

ロ
大
会

へ
の
参
加
で
し
た
。

こ

こ
に
、
改
め
て
厚
く
お
礼
中
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
有
難
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

と
く
に
、
野

口
会
長
さ
ん
に
は

同
室
を
お
願
い
し
て
　
万
事
に
ご

指
導
を
賜
わ
り
、

い
ろ
い
ろ
と
ご

面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
か

げ

で
、
は
じ
め
て
の
世
界
大
会

ヘ

の
参
加
を
　
ど
う
に
か
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
感
謝

の

気
持
ち
で
い
っ
ば
い
で
す
。

ま
た
野
口
会
長
さ
ん
が
、
サ
ン

パ
ウ

ロ
在
住

の
三
日
会

の
方
や
佐

賀
県
の
方

へ
の
ご
訪
間
に
当
た

つ

一
て
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

―

‐

サンパウロ新聞 S●o鮨

“

o SlimO“ x

４２
か
国
千
人
の
選
手
出
場

楽
し
み
な
日
伯
対
戦

７３
ｋ
攣
伯
の
青
山
選
手
日
本
瀾
手
に
快
勝

』
嬌
楓
鸞
一樹

晰̈
」摯
螂
一誦
壇
都

「

神
梅
鮮
嵩
一「
詢
洲
酬
ｉ
騨
町崎
馨
げ

”
”
詰
籠
●
〓
ヽ
軸
“
酵
一薇
鷹暑
■
ｈ
，
”

「
口
■
■
一̈
Ｈ
Ｏ
こ
聘
“
■
誡
“
．
「
■
”“
だ
れ
ヽ
一

闇

世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会

』
郡
論
師
」
儡

一̈』早
部
”由
ュ徴
罵
げ
中讐
諄
一落
』
詳
為

灘̈
総
冊
哺
型
押
淵
叫
器
一痺
一糊
需
騨
中讐
諄
一絆
“
押
獅
一

私
は
な
が
い
年
月
、
曲
が
り
な

り
に
も
ず

っ
と
柔
道
を
続
け
て
や

っ

て
き
ま
し
た
が
、
何
か
の
は
ず
み

で
、
ふ
と
虚
脱
感
と
い
う
か
、
心

身

の
力
が
抜
け
落
ち
た
よ
う
な
無

力
感
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
度

々
あ

り
ま
し
た
。
場
在
で
も
起

こ
り
得

る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
は
、

黙

っ
て
次
の
掛
軸
と
対
面
し
ま
す
。

「力
む
れ
ば
必
ず
達
す
何
事
も
命

の
か
ぎ
り
励
め
吾
が
友
　
小
谷
十

段
」小

谷
先
生
が
昭
和
五
九
年

（
¨

九
人
四
）
四
月
二
七
日
卜
段
に
な

ら
れ
た
と
き
、
是
非
に
と
お
願
い

し
て
書
い
て
も
ら

つ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
眺
め
て
、
直
ぐ
に
パ

ツ
と

目
覚
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
先
生
が
特
別
に
何
も
云
わ
な

い
で
、
私

の
目
を
ち
ら
と
み

つ
め

て
、
渡
し
て
く
れ
た
情
景
を
思

い

起

こ
し
ま
す
。
何
日
か
経

っ
て
、

自
分
を
励
ま
し
励
ま
し
、
ど
う
に

か
ま
た
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な

っ
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
軸
は
、
自
宅

の
質
素
な
床

力
ｔ
札
喀
●
す
護
●
“
筆
，

●
；
・―
め
●
”
●
・た

―

に

小
、
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の
間
の
壁
に
年
中
掛
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
こ
の
軸
を
読
み
返
し
て
い

る
う
ち
に
、

「精
力
善
用
」
は
、

「生
命
力
の
全
用
」
が
基
に
あ
る

ん
だ
と
信
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
続
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
二
十
四
時
間
も
か
か
っ

て
出
場
し
た
の
に
汗
も
か
か
ず
、

三
試
合
で
計
三
分
で
終
了
し
ま
し

た
。
神
技
か
　
名
人
技
か
あ
る
い

は
迷
人
技
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
沢
山
試
合
を
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
よ
う
に
汗
も
か
か
ず
、

試
合
を
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。

良

い
方
に
考
え
る
と
、
継
続
は
カ

な
り
と
の
言
葉
ど
う
り
や
な
と
思

い
ま
す
。
と
思
う

の
は
今
年
正
月

よ
り
小
学
生
の
通
学
時
に
交
通
安

全

の
た
め
登
校
時
、
下
校
時
と
に

交
差
点
に
て
立
番
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
立
番
時
に
は

足
払
い
五
百
回
下
校
時
も
同
じ
く

五
百
回
と
　

一
日
千
回
の
稽
古

で

す
。
そ
の
お
陰

で
、
後

の
先
で
す

か
、
咄
嵯
に
足
技
が
出
た
の
か
な
―

と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
ま
た
、

二

勝

一
敗

で
勝
ち
越
し
や
、
次
は
三

役
、
大
関
、
横
綱
や
と
思

っ
て
柔

道
に
励
み
ま
す

の
で
、
今
後
共
御

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

見
学
の
方
で
す
が
、
総
領
事
館

表
敬
訪
間
を
初
め
観
光
見
学
イ
グ

ア
ス
の
滝
、
プ
ラ
ジ

ル
側
や
ア
ル

ゼ

ン
チ
ン
側
よ
り
観
光
、
市
内
タ

ン
ゴ
シ
ョ
ウ
等
の
見
学
で
は
、
ビ
ツ

ク
リ
、
ゴ

ツ
イ
、　
ス
バ
ラ
ン
イ
ー

と
オ
ド

ロ
キ
感
心
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
楽
し
い
良

い
思

い
で
が
沢

山
出
来
喜
ん
で
居
る
毎
日
で
す
。

次
は
ベ
ル
ギ
イ
ー
で
す
か
、
行
き

た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
に
姫

路
で
お
会

い
致
し
ま
し
ょ
う
　
楽

し
み
に
待

っ
て
居
り
ま
す
．

私
ご
と
で
す
が
、
独
身
者
が
半

月
も
留
守
に
し
た
の
で
友
人
知
人

た
ち

の
知
る
こ
と
と
な
り
　
下
は

子
供
会
か
ら
上
は
高
年
者
会
よ
り

お
声
が
掛
り
、
特
に
朗
友
会
３
才

以
上
納
涼
懇
親
昼
食
会
に
は
、
昔
々

の
娘
さ
ん
よ
り
花
東
贈
呈
を
受
け

ま
し
た
．
少
し
恥
ず
か
し
か

っ
た

で
す
ね
。
ま
ず
は
七
月
は
あ

っ
と

言
う
間
に
終
り
ま
し
た
。

今
回
は
い
ろ
ん
な
思

い
出
が
沢

山
出
来
ま
し
た
。
会
長
初
め
会
員

の
皆
様

の
お
陰
や
と
思

っ
て
居
り
、

今
後
も
柔
道
に
励
む
つ
も
り
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
御
指
導
願
い
ま
す
。

習
も
し
な
か
っ
た
固
の
形
が
１２
組

中
５
位
で
し
た
。

特
に
投
の
形
は
皆
か
な
り
高
い

レ
ベ
ル
に
あ
り
、
本
格
的
裏
投
が

決
め
ら
れ
な
い
限
り
今
後
も
メ
ダ

ル
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
１

人
の
若
者
に
年
齢
を
聞
い
た
ら
３

６
歳
と
の
こ
と
、
丁
度
我
々
の
半

分
で
し
た
。
技
に
切
れ
が
あ
り
、

動
き
に
力
強
さ
が
あ
る
の
も
当
然

な
の
か
。

さ
て
、
日
本
に
帰

っ
て
か
ら

海
外
の
人
々
か
ら
も
Ｅ
メ
ー
ル
、

写
真
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
が
届
き
ま
し
た

（小
川
栄

一
郎
選
手
経
由
も
含
め
）
。

こ
れ
に
関
連
し
２
つ
程
内
容
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

初
出
場
第
九
回
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ

柔
道
選
手
権
大
会

岡
田
庫
二
郎

（兵
庫
県
　
理
事
）

初
め
て
の
海
外
旅
行
で
飛
行
機

に
乗
る
の
も
初
め
て
で
し
た
が
、

皆
様
の
お
陰
で
楽
し
い
思
い
出
が

沢
山
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
有
難

う
御
座
い
ま
す
．
さ
て
試
合
の
方

で
す
が
　
外
国
人
は
力
が
強
い
と

聞
い
て
居
り
ま
す
が
、　
一
度
は
試

合
を
し
て
み
た
い
と
思
い
出
場
致

し
ま
し
た
。
今
回
お
陰
様
で
念
願

が
か
な

つ
て
イ
タ
リ
ヤ
の
選
手
と

対
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

出
場
時
に
小
川
先
生
よ
り
　
寝
技

で
取
り
ま
し
た
　
頑
張
っ
て
下
さ

い
と
応
援
を
頂
き
、
ヨ
ッ
シ
ヤ
ー

と
私
は
立
ち
技
で
取
る
ぞ
―
と
心

に
決
め
て
試
合
場

へ
と
行
き
　
小

内
刈
り
で

一
本
取
り
ま
し
た
。
次

の
試
合
は
相
手
の
技
を
す
か
し
て

小
内
刈
り

一
本
取

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
二
勝

一
負
で
二
位
と
な

世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
に

初
め
て
参
加山
本
健
夫

（東
京
都
　
理
事
）

や
は
り
遠
い
国
で
す
ね
。
帰

っ

て

一
週
間
も
す
る
と
も
う
夢
の
出

来
事
の
様
な
気
に
な
り
ま
し
た
。

戦
績
は
こ
れ
又
夢
の
よ
う
な
好
成

績
。
試
合
Ｍ９

６６
峰
級
と
無
差
別
級

で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

６６
蹂
は
ま
あ
許
さ
れ
る
と
し
て
、

無
差
別
は
こ
ん
な
非
力
な
者
が
金

メ
ダ
ル
で
は
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
の
権

威
を
傷
付
け
そ
う
で
、
必
要
以
上

に
他
人
に
は
云
わ
な
い
様
に
し
て

い
ま
す
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
予

想
に
反
し
ゴ
リ
ラ
の
様
な
大
男
が

出
て
来
な
か
っ
た
結
果
な
の
で
す
、

で
も
　
そ
れ
も
又
拍
子
抜
け
で
残

念
で
し
た
。
基
本
的
に
柔
道
が
世

界
に
よ
が
っ
た
の
は
、
１
９
６
４

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
頃
か

ら
か
　
従
っ
て
年
齢
が
高
い
人
程

マ
ス
タ
ー
ズ
世
界
大
会
は
日
本
人

有
利
と
云
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

形
の
方
に
も
２
つ
出
場
し
ま
し

た
。
練
習
を
し
て
い
っ
た
筈
の
投

の
形
が
８
組
中
８
位
。
あ
ま
り
練
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一
つ
は
、
今
回
の
マ
ス
タ
ー
ズ

大
会
は
運
営
が
お
粗
末
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
と
し
て
恥
ず
か
し
か
っ
た

と
云
う
も
の
。
こ
れ
に
は
驚
き
ま

し
た
。
外
国
か
ら
の
参
加
者
が
そ

う
思
う
の
は
当
然
だ

っ
た
と
し
て

も
、
楽
天
的
な
プ
ラ
ジ
ル
人
の
中

に
も
そ
う
感
じ
た
人
が
居
た
と
云

う
こ
と
で
す
。
尤
も
、
私
は
少
し

い
い
加
減
な
処
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

良
い

一
面
で
も
あ
る
と
思

っ
て
い

る
の
で
す
が
。

二
つ
日
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の

日
系
人
が
　
日
本
か
ら
来
た
我
々

を
歓
迎
し
　
心
で
応
援
し
て
く
れ

て
い
た
と
云
う
こ
と
で
す
。
無
差

別
の
表
彰
式
の
後
、
多
数
の
日
系

人
が
寄

つ
て
き
て
写
真
を
撮

っ
た

り
し
て
祝
福
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で
世
界
柔
道
選
手
権
が
開
催
さ
れ

こ
と
と
な

っ
て
居
り
、
そ
の
観
戦

も
兼
ね
て
ま
た
パ
ラ
グ
ア
イ

ヘ
立

ち
寄
ろ
う
、
と
思

っ
て
咄
嵯
に
出

た
言
葉
で
あ

っ
た

時
は
過
ぎ
て
　
そ
の
２
０
０
７

年
に
入
り
逢
巡
し
て
い
る
頃
　
同

じ
丸
の
内
柔
道
ク
ラ
ブ

の
清
家
春

夫
先
生
か
ら

「
マ
ス
タ
ー
ズ
で
形
」

を
や

つ
て
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
寄

っ

て
来
よ
う
と
誘
わ
れ
た
　
パ
ラ
グ

ア
イ
に
い
た
頃
お
世
話
に
な

っ
た

ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
山
元
先
生
と
相

馬
先
生
が
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
柔
道

の

重
鎮
と
し
て
健
在

で
、
相
馬
先
生

は
元
々
警
視
庁

の
出
身
で
そ
の
当

時
清
家
先
生
と
は
同
期
で
あ

っ
た
。

世
界
選
手
権
は
日
本
で
冒

で
見
る

こ
と
に
し
て
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
に
参

加
し
な
が
ら
ブ

エ
′
ス
ア
イ
レ
ス

ベ
行
く
決
心
を
し
た
。

そ
れ
に
ス
イ
ス
の
チ

ュ
ー
リ

ッ

ヒ
の
近
く
で
ア
メ
リ
カ
ン
　
ス
ク
ー

ル
の
先
生
を
や

つ
て
い
る
柔
道

の

元
生
徒
の
Ｊ
君

の
道
場
で

一
汗
か

い
て
ブ
ラ
ジ

ル
に
向
か
う

こ
と
と

な

つ
た
。
　

６
月
１８
曰
成
田
を
出

発
、
同
日
の
夜
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ
着

次

の
日
　
夕
方
か
ら
Ｊ
君

の
道
場

へ
。
そ
の
道
場
は
１４
～
・５
名
で
こ

じ
ん
ま
り
と
し
て
い
て
年
配
の
人

た
ち
が
多
く
ほ
と
ん
ど
が
黒
帯
だ

っ

た
。
二
時
間
ほ
ど
や

っ
て
終
わ

っ

て
か
ら
、
み
ん
な
で

「魚
を
た
ベ

よ
う
」
と
近
く

の
レ
ス
ト
ラ
ン

ヘ

ゆ
き

フ
ラ
イ
と
ビ
ー
ル
で
歓
談
し

た
。
通
常
は
ド
イ
ツ
語
だ
け
れ
ど

み
ん
な
英
語
も
う
ま
く
て
安
心
し

た
。
お
生
産
に
牛

の
首
に

つ
け
る

大
き
な
ベ
ル
を
も
ら

つ
た
。

こ
ん

な
に
歓
待
さ
れ
る
と
は
思

っ
て
い

な
か

つ
た
の
で
感
激
し
た
が
、
始

め
て
し
か
も
た

つ
た
２
時
間
の
お

つ
き
あ
い
な
の
に
ま
る
で
以
前
か

ら
知

っ
て
い
た
人
の
よ
う
に
う
ち

と
け
て
ビ
ー

ル
を
交
わ
し
再
会
を

約
し
た
。

こ
れ
も
柔
道

の
不
思
議

な
力
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
思

っ

た
。次

の
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
経
由

で
サ
ン
パ
ウ

ロ
ヘ
向
か

っ
た
が
、

自
分
が
税
ｋｇ
級

の
試
合
に
で
る
の

に
３
、

４
峰
オ
ー
バ
ー
気
味
な
の

を
思

い
出
し
た
　
体
重
を
気
に
す

る
よ
う
な
試
合
に
出
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
飛
行
機
の
中
で
は
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
み
に
し
て
節
制
し
た

６
月
１７
日

（
日
）
　

日
本
か
ら

の
選
手
団
に
合
流
．

形
は
、
当
初

「護
身
術
」
を
予

定
し
て
い
た
が
今
回
か
ら

「
五
の

形
」
が
新
し
く
種
日
に
入

つ
た
と

か
で
、

こ
の

「
五
の
形
」
を
中
心

に
勉
強
し
て
き
た
。
大
会
も
近
く

な

っ
た
あ
る
日
、
ふ
と
入

っ
た
本

屋
で
太
日
尚
充
著

「柔
道
を
学
び

つ
つ
」
を
見

つ
け
た
　
め
ず
ら
し

く
多
く
の
ペ
ー
ジ
が

「
五
の
形
」

に
割
か
れ
て
居
り
、
そ
の
中
で
太

日
先
生
が

「
一
本

一
本

の
意
味
す

る
と

こ
ろ
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
全

体

の
形

の
流
れ
と
し
て
稽
古
し
よ

う
と
心
が
け
て
い
る
」
（Ｐ
ｌ
２
７
）

と
語

っ
て
居
ら
れ
る
の
を
見

つ
け

た
。
自
分
は
そ
れ
ま
で
は
歩
幅
、

歩
数
、
回
転

の
ス
ピ
ー
ド
、
背
筋

の
伸
ば
し
方
、
腰
の
高
さ
、
日
線

等

々

「
形
」
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ

「形
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
表

現
す
る
に
は
至

っ
て
な
か
っ
た
。

そ
の
先
生
が
選
手
団

の

一
員
と

し
て
来
ら
れ
て
い
る
の
を
知

っ
た

の
は
出
発
直
前

の
集
ま
り
で
あ

っ

た
　
太
日
先
生

の
視
線
を
意
識
し

な
が
ら
演
ず
る
の
は
相
当
な
プ

レ

シ
ャ
ー
で
あ

つ
た
が
、
優
れ
た

ハ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
清
家
先
生
が
受
を

や

っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
そ

の
意
味

で
は
開
き
直

つ
て
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
結
果
、
十
数
組
終

わ

つ
て
、
得
点
が

一
番
高
く
金
メ

グ

ル
と
な

っ
た
。
ま
さ
か
、

の
結

果
で
あ
る

６
月
２０
日

（水
）
、
そ
の
朝
の

計
量
で
は
８０

３
聴
と
ゆ
と
り
を
持

っ

て
通
過
し
た
、
。

こ
の
組
に
は
同

じ
選
手
団
の
国
重
先
生
も
い
て
、

二
人
で
軽
く
打
ち
込
み
を
や

つ
た
。

う
ま
く
す
れ
ば
決
勝
で
あ
た
り
た

い
な
ど
と
思

つ
た
、
な
ど
と
勝
手

な
想
像
を
し
た
。
残
念
な
が
ら
二

人
と
も
敗
れ
て
と
も
に
三
位
銅
メ

ダ
ル
に
終
わ

つ
た
。

そ
の
後
イ
グ
ア
ス
の
滝

の
見
学

か
ら
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
ペ
ゆ
き
、

飛
行
機
が
遅
れ
て
そ
こ
で
の
相
馬

先
生
，
山
元
先
生
と

の
そ
の
日
の

飲
み
会
は
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な

っ
て

し
ま

つ
た
が
、
次
の
日
の
夕
刻
僅

か
な
時
間
で
あ

っ
た
が
清
家
先
生

は
数
十
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し

た
。
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
寒
か
っ

た
。６
月
２６
日
、

こ
こ
で
本
隊
と
は

お
別
れ
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
に
向
か
っ

た
　
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
風
邪

を
引
い
て
し
ま

っ
た
が
、
安
河
内

先
生
に
も
ら

つ
た
薬
で
こ
れ
を
抑

第
９
回
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ

柔
道
大
会
に
初
め
て
参
加
し
て

毛
利

修

（埼
玉
県
）

２
０
０
３
年
の
１０
月
ま
で
国
際

協
力
機
構

（宮
９
）
の
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
南
米
の
パ

ラ
グ
ア
イ
で
柔
道
指
導
に
行

っ
た

時
、
お
別
れ
パ
ー
テ
イ
ー
の
席
で

２
０
０
７
年
に
は
ま
た
来
る
と
言
っ

て
し
ま

っ
た
。
２
０
０
７
年
に
は

プ
ラ
ジ
ル
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
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え
込
み
、
生
徒
達
や
パ
ラ
グ
ア
イ

柔
道
連
盟
の
会
長
に
も
暖
か
く
迎

え
ら
れ
、
“
ア
サ
ド
”

（パ
ラ
グ

ア
イ
の
焼
き
肉
）
も
食
べ
て
楽
し

い

一
週
間
を
過
ご
し
た
。

は
じ
め
て
の
マ
ス
タ
ー
ズ
で
あ

つ

た
が
、
思

い
出
に
残
る
旅
と
な

っ

た
　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ

い
ま
し
た

マ
ス
タ
ー
ズ

の

野
１１
会
長
、
清
水
副
会
長
な
ど
諸

先
生
方
に
感
謝
し
な
が
ら
拙
文
を

終
わ
り
ま
す
。

プ
ラ
ジ
″
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
道
中
記

国
重
敏
明

（香
川
県
）

一　
ど
た
ば
た
出
発
記

‐４
日
出
発
前
で
す
。
来
日
さ
ん

か
ら
買

っ
て
頂

い
た
新
幹
線

の
切

符
　
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
が
見
あ
た

ら
ず
　
家
、
車
等
　
あ
ら
ゆ
る
場

所
を
捜
し
た
が
残
念
な
か

つ
た
。

明
口
Ｊ
Ｒ
で
切
符
を
再
度
買
お
う

と
思
う
。

１５
日
朝
愛
犬

エ
ン
デ

イ

の
大
小
屋
に
あ

っ
た
。
私
の
出
発

を
や
め
き
そ
う
か
、
そ
れ
と
も
忘

れ
ん
坊
の
私
の
為
を
思

つ
て
預
か
っ

た
の
か
、
こ
れ
で
安
心
。

１２
時
待

合
せ
の
Ｊ
Ｒ
高
松
で
来
口
さ
ん
と

合
流
、
家
内
が
足
が
心
配
で
見
送

っ

て
く
れ
る
。
来
日
さ
ん
に
く
れ
ぐ

れ
も
足
が
悪
い
為
無
理
を
し
な

い

よ
う
に
と
お
願
い
し
て
い
た
。
汽

車
に
乗
る
時
、
来
田
さ
ん
が
今
度

は

「パ

ス
ポ
ー
ト
を
忘
れ
た
」
と

家
に
帰
る
。
岡
山
で

一
時
間
待

っ

て
い
た
と
こ
ろ
来
田
さ
ん
が
ふ
う

ふ
う
い
い
な
が
ら
到
着
、
間
に
合

っ

て
ほ
っ
と
す
る
。
順
調
に
滑
り
出

し
た
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
新
横

浜
駅
で
急
停
車
、
投
身
自
殺
と
の

事
、　
一
時
間
遅
れ
と
な
る
．
成
田

６
時
着

の
と
こ
ろ
９
時
着
と
な

っ

た
。
来
口
さ
ん
と
明
日
か
ら

の
無

事
を
祈

っ
て
乾
杯
す
る
．

二
、
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

十
九
日
の
形
の
試
合
．
約
二
十

年
間
形
を
や

っ
て
き
た
の
に
世
界

で
は
こ
れ
程
ま
で
に
出
来
る
の
か

と
感
嘆
、
び

っ
く
り
す
る
。
特
に

金
メ
ダ

ル
の
古
式

の
形
、
五
の
形

が
印
象
に
残
る
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ヨ
ン
の
大
森
さ
ん
横
山
さ
ん
の

鎧
で
の
古
式

の
形
は
大
人
気
で
し

た
。余
談
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
び
つ

く
り
は
軽
量
中

の
模
様
で
す
。
体

重
の
重

い
人
は
皆
す

っ
ぼ
ん
ぽ
ん

で
し
た
。
世
界
中
の
男
子
を
見
た

と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

練
習
場
で
久
し
ぶ
り
の
打
ち
込

み
練
習
．
高
橋
勘
十
さ
ん
の
小
内
、

大
内
、
体
落
し
の
妙
技
。
感
心
し

な
が
ら
教
え
を
乞
う
。

７６
歳
で
こ

の
技
、
や
は
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
柔
道
名

人
と
い
わ
れ
る
人
と
納
得
す
る
。

交
代
し
な
が
ら
の
練
習
　
気
持
良

か
っ
た
。
早
く
就
寝
す
る
。

二
十
日
。
い
よ
い
よ
試
合
。
十

年
ぶ
り
の
試
合
で
な
に
か
音
に
か

え
っ
た
気
持
。
ど
き
ど
き
感
が
た

ま
ら
な
か
つ
た
。　
一
回
戦
、
組
ん

で
思
い
切
り
掛
け
た
払
い
腰
、
き

れ
い
に
決
ま
り

一
本
．
足
の
不
安

な
し
。
二
回
戦
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
組

ん
で
す
ぐ
痛
め
た
足
を
攻
め
ら
れ

ギ
ブ
ア
ッ
プ
、
抑
え
込
み

一
本
ま

け
．
敗
者
復
活
戦
に
足
を
攻
め
ら

れ
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
試
合
。

寝
技
名
人
と
の
事
　
立
ち
技
で
攻

め
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
幸
い
。
ど

う
に
か
大
外
刈
で
勝
ち
三
位
に
入

賞
．
念
願
の
３
試
合
出
来
た
こ
と

幸
せ
に
感
じ
、
来
年
は
足
を
完
治

さ
せ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
出
場
し
た
い

と
思
つ
た
。

十
年
ぶ
り
の
柔
道
の
試
合
、
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。

三
、
観
光

（
１
）
世
界
三
大
美
港
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
港
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
　
シ
ド

ユ
ー
の
港
、
イ
タ
リ

ア

ジ

ェ
ニ
ス
の
港
と
か
、
本
当
に

美
し
い
港
で
し
た
。
あ

つ
と
息
を

の
む
よ
う
な
景
色
で
し
た
。

そ
れ
に
紀
元
前
２
０
０
年
頃
ギ

リ
シ
ャ
の
哲
学
者
フ
イ
ロ
ン
が
選

ん
だ
世
界
７
不
思
議
が
　
今

エ
ジ

ブ
ト

・
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
し
か

残
っ
て
い
な
い
の
で
、
１
９
９
９

年
に
選
び
直
し
た
の
が
、
①
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
丘
の
キ
リ
ス
ト

像
、
②
中
国
の
万
里
の
長
城
、
③

メ
キ
ン
コ
　
チ
チ

エ
ン

・
イ
シ
ア

の
こ
砥
録
¨
④
ペ
ル
ー

マ
チ

ュ
ピ
チ

ュ
の
イ

ン
カ
遺
跡
、
⑤

ヨ
ル
ダ

ン
の
ベ
ト
ラ
遺
跡
　
⑥

ロ
ー

マ
の
コ
ロ
ツ
セ
ウ

ム
、
⑦

イ

ン
ド

　

タ

ー

ジ

マ
ハ
ー
ル
と
か
、
観

光
出
来
て
幸
せ
。

（２
）
イ
グ
ア
ス
の
滝

は
世
界
三
大
滝
の
ひ
と

つ
。　
一
生
に

一
度
見
ら
れ
た
だ
け

で
幸
せ
で
し
た
。
カ
ナ
ダ
大
会
に

出
場
し
た
人
は
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の

滝
を
見
た
と
の
事
。
私
も
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
の
滝
も

一
度
見
て
み
た
い
。

（
３
）
タ
ン
ゴ

・
シ
ヨ
ウ
、
ガ
ウ

チ

ョ
　
シ
ョ
ウ
。
私
は
美
的
感
覚
が

な

い
せ
い
か
　
リ
オ
の
港
、
イ
グ

ア
ス
の
滝
ほ
ど
感
激
は
な
か

っ
た
。

残
念
．
四
、
旅
行
中
少
し
残
念
に
思

つ

た
こ
と

（
１
）
飛
行
機
の
中
で
や
は
り
同

行

の
人
は
隣
同
士
に
席
を
取

っ
て

欲
し
か

っ
た
。
ト
イ
レ
、
食
事
、

話
な
ど
長
い
旅
で
の
会
話
が
出
来

に
く
か

っ
た
事
．

（
２
）
リ
オ
の
添
乗
員
の
女
、
少

し
ヒ
ス
テ
リ

ッ
ク
に
な
り
や
す

い

人
　
も
う
少
し
や
さ
し
い
人
を
選

ん
で
欲
し
か

っ
た
。

（
３
）
サ
ン
パ
ウ

ロ
で
添
乗
員
に

絵
は
が
き
２
３
通
６
月
２
０
日
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
８
月
６
日

に
な
っ
て
も
届
い
て
い
な
い
こ
と
。

皆
さ
ん
、
出
し
た
と
の
事
、
信
用

し
て
く
だ
さ
ら
な
い
。
残
念
．
絵

は
が
き
は
プ
ラ
ジ
ル
出
身
の
松
本

淳
さ
ん
に
捜
し
回
っ
て
も
ら
つ
た
０

”枚
．
徹
夜
で
書
い
て
同
室
の
森
本

唯
行
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
ま
で

ブ
ラ
ジ
ル
紀
行
を
知
ら
せ
た
が
、

一
通
も
届
か
な
か
っ
た
こ
と
。

五
　
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
事

（
１
）
５０
年
前
に
母
を
訪
ね
て
三

千
里
　
マ
ル
コ
の
旅
を
読
ん
で
全 | リオのキリス
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く
予
期
せ
ぬ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
港

を
見
て
感
激
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
ル

コ
が
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
、
ア
フ
リ
カ
、
プ
ラ
ジ
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
旅
し
た
７
才
か

８
才
の
少
年
の
物
語
に
感
激
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
相
馬
さ

ん
。
昭
和
８７
年
の
秋
田
国
体
に
出

場
し
て
弟
健
治
と
知
り
合
い
と
は

奇
遇
で
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

治
療
院
を
経
営
し
て
い
る
と
の
こ

と
、
ご
健
勝
を
祈
り
つ
つ
お
わ
か

れ
し
た
。

六
、
お
世
話
に
な
っ
た
方

旅
行
９
泊
ホ
テ
ル
で
同
室
に
な
っ

た
人
　
森
本
唯
行
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
足
の
痛
い
と
こ
ろ

を

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
鍼
灸
で
治
療
し

て
頂
き
　
無
事
試
合
で
き
た
こ
と

同
じ
四
国
出
身
と
い
う
こ
と
で
弟

の
よ
う
に
接
し
て
頂
き
　
夜
の
カ
ツ

プ
ヌ
ー
ド
ル
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
、

毎
晩
の
よ
う
に
処
世
術
、
家
族
の

こ
と
、
柔
道
、
相
撲
、
接
骨
の
こ

と
を
話
し
て
頂
き
　
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

七
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
に
参
加
し
て

こ
の
旅
行
二
週
間
で
思

っ
た
事
は

①
会
長
を
中
心
に
家
族
ぐ
る
み

で
皆
親
切
で
す
。

②
私
も
仲
間
に
な
り
日
本
、
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
に
参
加
し
た
い
と

い
う
意
欲
が
わ
い
た
こ
と

③

一
人
で
も
二
人
で
も
香
川
か

ら
参
加
者
を
つ
の
リ
メ
ン
バ
ー
を

増
や
す
こ
と

④
再
開
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
⑤
自
分
自
身
を
も
う

一
度
鍛
え

直
す
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
ま
す
。

⑥
初
出
場
の
私
を
真
の
友
と
し

て
扱

っ
て
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

地
球
の
反
対
側
で
国
際
親
善

清
家
春
夫

（千
葉
県
　
副
会
長
）

平
成
十
九
年
六
月
十
六
日
か
ら

六
月
二
人
日
ま
で
九
泊

一
三
日
間

の
旅
、
第
九
回
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ

柔
道
ブ
ラ
ジ

ル

・
サ

ン
パ
ウ

ロ
大

会
を
メ
イ
ン
に
し
た
ツ
ア
ー
に
夫

婦
で
参
加
し
た
。

サ
ン
パ
ウ

ロ
　
イ
グ
ア
ス
、
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
な
ど
地
球

の
反

対
側
に
な
る
南
米
地
域
を
回
り
、

柔
道
を
通
じ
て
の
国
際
親
善
、
自

然
　
歴
史
　
文
化
と

の
出
合

い
、

土
地
の
人

々
と
の
交
流
な
ど
充
実

し
た
旅
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

●
形
の
演
技

六
月
十
九
日
、
大
会
初
日
の
形

の
部
で
は
　
古
式
の
形

（取

清
水

正
敬
、
受

清
家
）
、
五
の
形

（取

毛
利
修
、
受

清
家
）
、
柔
の
形

（取

清
家
、
受
　
安
河
内
浩
）
の

三
種
目
に
挑
戦
し
、
古
式
の
形
と

五
の
形
で
初
め
て
金
メ
グ
ル
を
獲

得
し
た
。

古
式
の
形
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日

系
人
内
日
、
カ
ル
ロ
ス
組
が
三
大

会
連
続
で
優
勝
し
て
お
り
、
厳
し

い
聞
い
に
な
る
こ
と
を
予
想
し
て

い
た
の
で
、
優
勝
で
き
た
喜
び
は

大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

柔
の
形
は
、
入
勝
で
き
な
か
つ

た
が
、
安
河
内
先
生
の
地
道
な
努

力
と
熱
い
精
進
ぶ
り
に
励
ま
さ
れ
、

練
習
以
上
の
演
技
が
で
き
た
よ
う

に
感
じ
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

六
月
二
〇
日
の
個
人
試
合
は
、

Ｍ
七
　
人

一
鼈

（六
〇
～
六
四
歳
、

人

一
厳
以
下
）
に
参
加
　
出
場
者

は
人
人
、
対
戦
相
手
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
す

べ
て
外
国
人
で
三
戦
三
勝
し
金
メ

ダ
ル
、
形
の
部
と
合
わ
せ
て
三
個

の
金
メ
グ
ル
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

●
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
交
歓
稽
古

六
月
二
二
日
、
午
後
六
時
ご
ろ

か
ら
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
ア
リ
ー
ナ

（通
称
　
南
米
講
道
館
）
に
お
い

て
ブ
ラ
ジ

ル
柔
道
関
係
者
二
〇
人
、

日
本
選
手
団
二
六
人
に
よ
る
柔
道

の
交
歓
稽
古
が
行
わ
れ
た
。

乱
取
二
人
目
の
相
手
は
、
ミ

ュ

ン

ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

（昭
和
四

七
年
）
で
初

の
銅
メ
ダ

ル
を
ブ
ラ

ジ

ル
に
も
た
ら
し
た
石
井
千
秋
先

生
。
大
き
な
体
で
体
落
　
大
内
刈

な
ど
積
極
的
に
攻
め
て
来
る
。

こ

れ
に
耐
え
な
が
ら
、
内
股

・
大
外

刈
な
ど
で
反
撃
す
る
が
崩
れ
な
い
。

一
瞬
、
タ
イ
ミ
ン
グ

の
良

い
体
落

で
見
事
に
投
げ
ら
れ
、
納
得
す
る
。

息
を
荒
げ
な
が
ら
意
欲
的
に
攻
め

続
け
る
姿
は
、
生
涯
柔
道

の
模
範

の
よ
う
に
思
わ
れ
敬
服
し
た
。

０
４０
年
ぶ
り
に
同
期
生
と
再
会

六
月
二
六
日
の
夜
、
プ

エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
の
ホ
テ
ル
で
警
視
庁
警

察
学
校
時
代

の
同
期
生
、
柔
道
仲

間
で
あ

っ
た
相
馬
英
樹
君

（柔
道

八
段
　
相
撲
五
段
）
に
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
四
〇
年
ぶ
り
の
再
開

で
あ
り
、
立
派
に
な

つ
た
姿
を
見

て
感
激
し
た
。

相
馬
君
は
警
視
庁

の
柔
道
助

教
と
な
り
、
柔
道
を
続
け
て
い
た

が
　
昭
和
四
六
年
、
海
外
青
年
協

力
隊
員
と
し
て
柔
道
指
導

の
た
め

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ヘ
派
遣
と
な

っ
た
。

同
国
で
は
柔
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
が
、
そ
の
ま
ま
柔
道
を
続
け
、

ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
三
七
年
間
、

柔
道
指
導
と
普
及
に
努
め
て
き
た
。

現
在
は
、
結
婚
し
た
ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
女
性
と

「健
康
堂
相
馬
治
療
院
、

健
康
堂
指
圧
整
体
教
室
」
を
経
営

し
な
が
ら
軍
隊

の
将
校
に
柔
道

の

指
導
を
し
て
い
る
。

日
本
と
反
対
側
に
あ
る
最
も
遠

い
国
で
、
同
期
生
と
四
〇
年
ぶ
り

に
再
開
で
き
た
こ
と
は
、
柔
道
仲

間
の

「絆
」
が
大
き
な
縁
に
な

っ

た
よ
う
に
思
う
。

相
馬
君
か
ら
現
地
で
の
苦
労
話

や
活
躍
ぶ
り
を
聞

い
て
、
同
期

の

柔
道
仲
間
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
、

柔
道

の
素
晴
し
さ
を
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

から毛利さん、相馬さん、
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パ
リ
島
仙
石
道
場
を
訪
問
し
て

勝
呂

孝

（埼
玉
県
　
常
務
理
事
）

去
る
６
月
１
５
日
よ
り
５
日
間

バ
リ
島
の
同
月
２
日
開
所
し
た
ば

か
り
の
仙
石
道
場
を
訪
間
、
仙
石

氏
と

一
緒
に
現
地
の
若
者
た
ち
と

柔
道
を
通
じ
て
楽
し
い
交
流
を
し

て
き
ま
し
た
。

デ

ン
パ
サ
ー
ル
か
ら
車
で
約

１

時
間
、
ギ
ア

ニ
ヤ
ー
ル
と

い
う
奥

地
に
突
然
大
き
な
立
派
な
建
物
が

見
え
、
そ
れ
が
氏
の
全
私
財
を
投

じ
て
完
成
し
た
道
場
で
し
た
。
開

所
式
間
際
ま
で
同
国
特
有

の
非
能

率
な
頑
固
な
官
僚
主
義
に
悩
ま
さ

れ
た
と

い
い
ま
す
。
中
に
は
中
古

品
と
は
思
え
な

い
き
れ
い
な
畳
が

入
り
、
試
合
場
が
２
面
取
れ
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
こ
れ
ま
た
日
本
各

地
か
ら
送
ら
れ
た
柔
道
着
を
着
て

が
ん
ば

つ
て
い
ま
す
。
下
は
近
所

の
小
学
生
か
ら
上
は
大
人
、
奥
さ

ん
ま
で
顔
ぶ
れ
多
彩
で
す
。
た
だ

し
、
指
導
員
は
仙
石
氏
の
ほ
か
は

現
地
の
人
ば
か
り
。
　

見
よ
う
見

ま
ね
で
覚
え
た
よ
う
で
き
ち
ん
と

修
行
し
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

こ

れ
で
は
仙
石
氏
が
大
変

で
す
。
そ

れ
で
も
生
徒
全
員

一
生
懸
命
な
様

子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

バ
リ
島
と
い
え
ば

日
本
人
は
皆

金
持
ち
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
ホ
テ
ル

で
美
容
に
レ
ジ
ヤ
ー
に
と
う

つ
つ

を
抜
か
し
て
い
る
と
と
ら
れ
が
ち

で
す
。
そ
ん
な
中
で
日
本
の
武
道

精
神
を
広
め
る
べ
く
奮
闘
し
て
い

る
氏
の
姿
は
ひ
と
き
わ
輝
い
て
見

え
ま
す
。　
心
あ
る
柔
道
家
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
機
会
を
見
つ
け
て
同
地

を
た
づ
ね
、
仙
石
氏
を
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
こ
そ
が
日
本
人

本
来
の
姿
で
あ
る
と
彼
ら
に
示
し

て
や
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

東
京
葛
飾
に
奥
様
が
理
事
長
の

窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で
連
絡
は
す

ぐ
取
れ
ま
す
。

「柔
道
で
世
界
と
手
を
つ
な
ぐ
育

成
ク
ラ
ブ
」
　

一Ｔ
Ｓ
■
８
８
　
東

京
都
葛
飾
区
高
砂
３
１
２
１
３

電
話

・
Ｆ
Ａ
ｘ

一
７
８
８
よ
８
０

，
一̈
も
¨ヽ
ヽ
ｏ●
”
α
いσ・
´
一　
「
ｏ
一ヽ
∽ｏＢ
∞ｏ
宋

●ヽ
　
簡
単
で
す
が
ご
報
告
ま
で
。

安
房
高
校
で
柔
道
合
宿

石
邑

勇

（千
葉
県
　
常
務
理
事
）

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
長

野
日
宏
水
会
長
以
下
９
名
の
選
手

団
は
、
平
成
１９
年
３
月
“
曰

（金
）

と
‐７
日

（土
）
の
両
日
、
中
村
茂

晴
先
生
と
上
木
保
夫
先
生
の
出
身

校
で
あ
る
千
葉
県
南
房
総
市
の
県

立
安
房
高
等
学
校
に
お
い
て
柔
道

の
合
宿
練
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

選
手
団
は
３
月
１６
日

（金
）
午

前
９
時
∞
分
、
安
房
高
校
の
柔
道

場
に
到
着
、
道
場
の
広
さ
は
３８３
ば
ヽ

畳
数
約
２５０
畳
の
大
道
場
で
あ
り

道
場
の
壁
に
は
醍
醐
敏
十
段
が
全

日
本
柔
道
選
手
権
大
会
で
優
勝
し

た
時
の
写
真
や
、
篠
巻
政
利
選
手

を
は
じ
め
歴
戦
の
雄
の
写
真
等
が

整
然
と
飾
ら
れ
、
ま
さ
し
く
武
道

の
殿
堂
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い

感
じ
で
し
た
。

午
前
ｌｏ
時
、
道
場
に
整
列
　
黙

想
　
坐
礼
を
し
た
後
、
野
口
宏
水

会
長
挨
拶
、
準
備
運
動
の
後
　
高

橋
勘
十
先
生
に
よ
る
技
の
説
明
、

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
の
み
な
さ

ん
は
良
く
ご
存
知
の
と
お
り
、
高

橋
勘
十
先
生
は

「投
げ
技
」
の
名

人
で
あ
り
、

こ
の
日
は
特
に
、

「足
技
」
で
相
手
を
投
げ
る
時
の

釣
り
手
の
使
い
方
や
崩
し
方
等
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
の
合
宿
練
習
は

安
房
高
校
柔
道
部

の
生
徒
だ
け
で

は
な
く
近
隣

の
高
校
、
中
学
校
及

び
各
柔
道
塾
等
に
通
う
子
供
達
が

約

６０
名
参
加
し
　
高
橋
先
生
に
教

わ

っ
た
技
を
反
復
練
習
、
解
ら
な

く
な
る
と
先
生
に
質
問
を
し
な
が

ら
自
分
な
り
に
研
究
し
、
以
後
の

乱
取
稽
古
で
腕
試
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
二
日
目
の
３
月
１７
日

本土
）
午

前

９
時
、
合
宿
練
習

へ
の
参
加
者

が
更
に
増
え
て
総
勢
約
∞
名
に
な

り
ま
し
た
。
清
家
春
夫
先
生
に
よ

る
寝
技
に
よ
る
寝
技
の
指
導
、
鈴

木
治
雄
先

生
と

石
邑
勇

に
よ

る

「投
げ

の
形
」
の
演
武

の
後
、
高

橋
勘
十
先
生
か
ら
は
昨
日
習

っ
た

「投
げ
技
」
に

つ
い
て
更
に
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
道
場
の
壁
や
羽
目
板

に
向
か

つ
て
の

「大
内
刈
」

の
単

独
打
ち
込
み
等
、
高
橋
先
生
独
特

の
練
習
法
は
、
柔
道
を
指
導
す
る

私
達
に
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。午
前
Ю
時
、
乱
取
稽
古
開
始
、

茨
城
県
か
ら
杉
原
尚
先
生
も
掛
け

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の

合
宿
練
習
は
昨
日
以
上
に
熱
が
入

り
、
ラ
イ
バ
ル
同
士
で
切
磋
琢
磨
、

終
始
真
剣
な
眼
差
し
で
稽
古
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

た
。
鉄
道
百
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

蒸
気
機
関
車
が
館
山
駅
を
通
過
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。　
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
選
手
団
は
、
柔
道
着
を
カ

バ
ン
に
詰
め
　
安
房
高
校
を
後
に

第
二
道
場
で
あ
る
旅
館

の
宴
会
場

に
向
か
い
ま
し
た
。

【編
集
後
記
】
　

最
も
遠
い
国
だ

っ

た
為
か
　
気
持

の
こ
も

っ
た
字
数

の
多

い
お
便
り
が
多
く
、
紙
面
の

都
合
で
大
分
文
章

の

一
部
を
割
愛

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
写
真
も
最

小
限
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

の

一
層
の
活
用
を
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
の
で
し
よ
・，
か
。

で
は
十
月
に
姫
路
で
。

（ｂ
）

午
前

１２

時

、
稽

古

終

了
　

道

場

に
整

列

し
、　
一
礼

を

し
た

後

全

員

で
記

念

撮

影

、

ち

よ
う

ど

こ

の
頃
、

ＪＲ

館
山
駅

の
方

か
ら

汽

笛

の
音

が

聞

こ
え

て
き
ま

し

陸

■

柔道着姿 右 :仙石先生、左 :勝呂さん
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